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組合長あいさつ
南ひだ森林組合 代表理事組合長　細 江 広 仲

　謹んで新年のご挨拶を申し上げます。

　組合員の皆様におかれましては健やかに新年を迎えられましたこととお慶び申し上げます。

　日頃より当組合の運営、事業の推進に格別のご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。

　日本経済は2020年の新型コロナウイルス感染拡大による経済活動の停滞、2022年にはロシアによる

ウクライナ侵攻により資源価格が上昇しあらゆる物価が上昇し国民生活に大きな影響を及ぼしています。

一方、林業・木材産業においては、2021年2月米国での住宅需要の急拡大がきっかけで起こった木材価

格の高騰(ウッドショック)は、2021年8月をピークに下落傾向にあり、岐阜県内のヒノキ原木はまだ高

値を維持していますが、物価上昇による需要量の減少から木材価格の先行きは不透明な状況であります。

しかしながら、ウッドショックを機に輸入製品の供給リスクを想定し国産材利用への構造転換が進めら

れています。また戦後造林された人工林が本格的な利用期迎える豊富な森林資源を背景に、国産材利用を

促進する動きが高まっており、民間分野での木材利用を広げていくネットワーク(ウッドチェンジネット

ワーク)が立ち上がり、身近な飲食店、コンビニ等の企業も国産材の利用に取り組んでいます。さらには、

カーボンニュートラルの実現を目指す取り組みとして、間伐等の適切な森林整備による二酸化炭素吸収

量の確保、炭素の貯蔵量効果もある木材の利用拡大、また激甚化している豪雨災害における、森林の山

地災害防止機能の重要性、世界的な取組であるSDGs(持続可能な開発目標)には、森林の持つ多面的機

能が様々な目標達成に貢献し、それには再造林や合法性が確認された木材の利用等を通じ、森林が健全に

維持されていることが前提とされ、林業・木材産業関係者の働きが要となる役割を担っているとされて

います。

　さて、令和4年度の当組合の事業状況は、豪雨による大きな災害等もなく、組合員の皆様のご理解と、

ご協力のもと、順調に事業を行う事ができました。改めて感謝申し上げます。前回の「組合だより」にて

ご報告させていただきましたが、令和4年12月6日に「下呂総合木材市売協同組合の解散に伴う南ひだ森

林組合への事業継承調印式」を開催し、市場事業継承の調印を致しました。先人の絶え間ない努力により

造林された人工林の半数が本格的な利用期を迎える今、地域の木材を如何に有効に流通させるか、全国

そして岐阜県でも、国産材の調達から販売に至るまでの一連の流れ「サプライチェーン」を構築する取組が

なされています。当組合は、本年4月1日より「南ひだ森林組合木材共販センター」として木材共販事業に

取り組みます。下呂地域における木材の重要な流通拠点として、新たな木材供給体制の構築、販路の拡大、

執行体制の強化等、市売機能の更なる飛躍により一層の努力を重ねて参る所存であります。

　本年も組合員の皆様に信頼される南ひだ森林組合を目指し、役職員一体となり努力して参りますので

より一層のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　最後に、組合員の皆様の御健勝と本年もよい年でありますようお祈り申し上げ、年頭の御挨拶とさせ

て頂きます。
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令和４年度　緑の雇用・安全・アドバイザー業務の取組み報告

緑の雇用事業とは、未経験の方でも林業に就き、必要な
技術を学んでもらうため、林業経営体に採用された人に
対し、講習や研修を行うことでキャリアアップを支援す
る制度です。
また、就労年数に応じて研修内容をステップアップさせ、
将来の森林の担い手となるために必要なさまざまな技能を
身につけられるよう体系的にプログラムが作られています。

この様な制度の中、森のジョブステーション主催により、
当組合が講師となり、岐阜県下の緑の雇用研修生の３年
生10名（内当組合２名の森林技術職員）が参加をしての研
修会が行われ、高性能機械を用いた作業システムの内容
を理解し、作業班長の指示に従い、安全かつ効率的に高
性能林業機械による素材生産作業を行うために必要な知
識、技術・技能の習得のための講習会が行われました。

毎年開催をしている安全大会では、
安全衛生やコンプライアンス研修を
行うとともに、職員の技術向上に努
めています。
10月17日に皆伐事業地で研修を行
い、タワーヤダーによる架線集材の
安全作業について話し合いました。
山林の木材を有効利用出来る体制の
構築に努る為、全技術職員が架線集
材の技術習得に努めています。

役員安全パトロールは毎月1回を目
途に行い、役職員一丸となり災害撲
滅に取り組んでいます。
パトロールでは、役員、職員、技術
職員とでミーティングを行い、安全
チェック表を活用し確認をし合う事
により、安全に効率良く作業が実施
出来る様に心がけています。

下呂市地域林政アドバイザー業務委託により、下呂
市が森林・林業で抱える問題を、当組合の岐阜県地域
森林監理士2名がアドバイスを行いました。

問題の一例として、下呂市有林の現状把握を行い、
今後の施業方法についてアドバイスをしました。

他にも数多くの問題を抱えていますので、当組合の岐阜県地域森林監理士がこれからも下呂市を
バックアップして行きます。
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萩原町四美地内 （深谷市有林）

萩原町奥田洞・上呂地内市有林

金山町金山 （植谷市有林）

プロポーザル事業実施

森林経営計画地にて事業実施予定

森林経営計画地にて事業実施予定

下呂市 四美地内 アドバイス状況



組合員相続加入手続きについてのお願い

　南ひだ森林組合が発足して23年が経過しました。
　その間に組合員様においても、お亡くなりになられた方もお見えになる事と思われます。
　もしも、お亡くなりになっておられる場合には、組合員様の名義変更の手付きを行っていただきたいと存
じます。
　名義変更や住所変更のご連絡をいただかないと、不明組合員になってしまい出資金が無効になる可能性が
あります。
　お手数をおかけいたしますが、名義変更の必要な方は、南ひだ森林組合の出資証券を確認していただき下
記までお問い合わせ下さい。
　尚、出資証券を紛失された場合の再発行の書類に保証人を立てなくても良くなりました。
　（今回のダイレクトメールは組合員台帳を基に発送をさせて頂いております）

　合併以前からの組合員様につきましては、旧森林組合の 「出資証券」は合併時に書替を行っていますので

無効であり、平成11年２月１日以降発行の 「出資証券」が有効であります。

南ひだ森林組合「出資証券」見本

出資証券について

問合せ先：０５７６－２６－３５５１　担当：江間・松田
えま

今回のご案内は組合員の方全員に送付致しております関係で、手続きが必要ない組合員
様にもご送付致しておりますこと、ご理解のほどお願い申し上げます。

※住所を変更された場合にはご連絡下さい。

令和４年10月31現在

11 ２ １
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